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祈りへの召し          
By ジェロリン・ケリー 
 
  

あなたが訪れることの出来るある国々には、習慣的な「祈りへの召し」があります。

彼らの多くにとってそれは、一日に５度あります。これらの国々を訪れている間に、

祈りに召されて夜に起こされたことが、一度ならずあります。私は、この祈りへの召

しを聞くたびに、私の霊に挑戦（チャレンジ）を感じました。私は私の信仰にこれほ

ど献身的だろうか？私は、祈るためにいとわずに夜起きるだろうか？私は、私の日々

のスケジュールを、祈りへの召しがあった時に応じてたてるだろうか？ 
 
私は、コロナウイルスのパンデミックが、更に偉大な祈りへと召される時を招き入れ

たと言わなければなりません。私は、私のスケジュールが週に６回の祈祷会と、その他の特別な集いを

中心にたてられていることに気付きました。私は、生ける神の教会が、祈りのミニストリーへの新しい

ドアを開いている、これまでになかったような時へと揺すり入れられたと信じます。このような時に神

の教会の一員であるということは、本当に素晴らしいことです。 
 
私の心の叫びは、人々が彼ら自身を越えて祈ることです。私たち自身の必要や、私たち自身の教会、あ

るいは私たち自身が住んでいる町のために祈ることは簡単です。けれども、あなたは世界のために、

国々のために、人々のために、他の国々で起こっている自然災害のために、世界中にいる子供たちのた

めに、どれだけ祈っているでしょうか？ 
 
私のように、ほとんどの人が恥ずかしそうに答えることでしょう、「ほとんどありません」と。過去数

年の間、主は毎日、私自身を越えて祈るようにと挑戦しています。確かに私の家族や、私の教会、私の

町の必要は重要です。けれども、私の祈りはもっと遠くまで達することが出来るのです。 
 
私は、私の祈りは国々を変えることが出来ると、真に知り信じなければなりません。それはうぬぼれで

はなく、私の神への確信です。私たちは皆、神は国々に影響を及ぼすために、私たちを用いることが出

来る、ということを知って信じなければなりません。そうであるなら、神は、自分自身の境界線を越え

 

 



て祈る祈りのグループをどれほど用いることが出来るでしょうか？ 
 
パンデミックは、人々が祈りの宣教師となる素晴らしいドアを開きました。英国では姉妹たちが毎週、

木曜日の午前７時にインターネット（Zoom）をとおして、世界の国々や領土のために祈っています。姉

妹一人ひとりが、祈るために少なくとも１０カ国を選んでいます。毎週、異なる姉妹が彼女の国々を紹

介し、グループ全体でそれらの国々に集中して祈ります。 
 
それと同じくらい素晴らしいのが、インターネット（Zoom）を通して行われる土曜日の朝の子供たちの

祈祷会です。幼い子供たちが国々の旗を掲げて祈っているのを見るのは、何と素晴らしいことでしょ

う。子供たちを訓練することは、大人を修理（直す）することよりずっと簡単です。大きな祈りをする

ことを子供たちに教えるのには、幼ければ幼いほど良いのです。 
 
私たちは、祈ってくれる人がいない人達のために習慣的に祈る必要があります。それには、世界中の子

供たちも含まれます。また、悔い改める必要があることを気付いていない人達のために、悔い改めるこ

とも大切です。このような方法で手を差し伸べて行くことは、真にアガペの愛であり、とりなしです。

決して私を知ることがなく、私に感謝をすることのない人達のために祈ることが出来るでしょうか？そ

れとも、私が知っている人達、私の祈りに感謝してくれる人達のためだけに祈るのでしょうか？ 
 
私は、エゼキエル２２：３０で語られている、「破れ口に立つ」者を尋ねたが得られなかった、と言う

その人になりたくありません。私は、近くにいる者たちのためにも、この地上では決して会うことのな

いであろう遠くの者たちのためにも、私の祈りは違いをもたらすということを知り、信じなければなり

ません。 
 
祈りへの召しは、かつてないほど更に偉大な方法で前進しています！あなたはあなた自身を越えて見ま

すか？祈りの宣教師になりますか？あなたは同じことをするように、進んで次の世代を訓練しますか？ 
  
注: ジェロリン・ケリーは、北ヨーロッパにおいて宣教の働きをすることを愛しています。彼女は、スコットランドのグラスゴー
に住んでいます。彼女の素晴らしい夫、子供たち孫たちを神に感謝します。 

  

神は私たちを祈りへと召している 
By カーラ・バートン 
  

 
私は、私たち自身を他の人たちと比べることが好きではありません。聖書も、それは

愚かなことであると教えています。けれども、私たちは他の人たちから学ぶことが出

来るということは信じています。私は個人的に、リーダーシップの原則を教義的に同

意しない人から学びました。そこで私は、少し時間を取ってクリスチャンの祈りへの

召しについて話したいと思います。 
 
 

 イスラム教にはアザーンと呼ばれる基本的な信条があり、それは祈りへの召しです。一日に５回、そう

です一日に５回、スピーカーから祈りの時が告げられ祈りを復唱し始めるのです。それは町中に届きま

す。イスラム教徒たちは彼らがしていたことを止めて、メッカにむかって礼拝用の敷物を広げ、スピー

カーから流れる祈りの言葉と共に復唱するのです。 
 
私がそのことを考えていたとき、いったいどれほどのクリスチャンが時間を取って、 神の祈りへの召し

を聞くだろうかと思いました。私たちに言い訳はありません。私たちは、誰かが私たちを祈りへと召す

のを待つ必要はないのです。神は私たちを毎日、一瞬一瞬呼んでおられるのです。ペテロの第一の手紙

３：１２は、私たちに言っています。「主の目は義人たちに注がれ、主の耳は彼らの祈りにかたむく。

 

 



しかし主の御顔は、悪を行う者に対して向う」。神には開店時間や閉店時間などないのです。義人の祈

りに対して彼はいつでも開いているのです。彼はいつでも私たちを祈りへと召しています。毎日、一瞬

一瞬。 
 
黙示録３：２０は、神はいつも戸の外に立ってたたいていると言っています。「見よ、わたしは戸の外

に立って、たたいている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしはその中にはいって彼

と食を共にし、彼もまたわたしと食を共にするであろう」。 スピーカーから祈りの時が告げられるのを

聞き、ひざまずき祈るイスラム教徒とは違って、神はいつも私たちを彼と共に祈りの時間を過ごすよう

に招いて下さるのです。彼は戸のすぐ側に立っていて、私たちが戸を開いて彼を招き入れてくれるのを

待っておられるのです。 
 
問題は、祈りへの召しが 出ているかどうかではなく、聞く者たちの耳が聞こえないことです。私たちの

肉や、怠惰、注意をそらす事柄が、私たちの耳が召しを聞きそれに応えることを妨げているのです。私

たちは、起きて祈りなさいという私たちの救い主の声に対して、耳しいになってしまっているのです。

私たちは、ゲツセマネの園の弟子たちのようになってしまわないように、気を付けなければなりませ

ん。キリストは、彼と共に目を覚まして祈っていなさいと３度もおっしゃいました。マルコ１４：３８

で、彼はなぜ弟子たちそれが出来なかったかを述べています。「誘惑に陥らないように、目をさまして

祈っていなさい。心は熱しているが、肉体が弱いのである」。最後に主は、彼らのもとに来て言いまし

た。「まだ眠っているのか」。イエス様は彼らなしで祈祷会を持ちました。それは、祈りへの召しがな

かったからではありませんでした。それは、聞く者たちが聞かなかったからです。 
 
私は皆さんを励まします。今日、あなたの耳を開いて 祈りへの召しを聞いて下さい。けれども、そこで

止まらないで下さい。召しに応えて、今日祈って下さい。私たちが召しに応える時に、力が解き放たれ

ます。私たちが召しに応える時に、重荷が取り除かれます。彼の声を聞く時に、心が変えられます。今

日、召しは発せられています。質問は、「あなたは応えますか？」です。 

 
注: カーラ・バートンは、彼女の両親がフィリピンへの宣教師となったときに、９歳で宣教師の子供になりました。彼女は、ジャ
クソンカレッジオブミニストリーズで音楽の学士号を取り卒業しました。在学中に彼女は、彼女の夫 J.カーティス・バートンに出

会いました。それから、彼らはテネシー州マディソン（ノースナッシュビル）のターニングポイント教会の牧師となりました。カ

ーラは複数の本を執筆し、UPC の教役者許可証を持つ教役者です。彼女の真の情熱は、聖書に照らされることをとおして、人々の

人生が変えられて行くの見ることです。この願いのゆえに、彼女は「パッション・アプローチ・ミニストリー」を立て上げまし

た。  

  

導き手（作者）イエス 
By カレン・ゴードン・ヘメス 
 
 
  

あなたは素晴らしい物語りが好きではありませんか？私にとっての最高の物語りは、

乙女と、向こうみずなヒーローと、邪悪な悪党の物語りです。何が興味を引き付ける

のでしょうか？それは、登場人物間の対立です。その対立がなければ物語りになりま

せん。作者は最終的に、「その後いつまでも幸せに暮らしましたとさ」が訪れること

を知りつつ、登場人物たちを彼らの苦難を通して戦わせます。全ては構想の一部なの

です。 
  

「信仰の導き手（作者）であり、またその完成者であるイエスを仰ぎ見つつ、走ろうではないか。彼

は、自分の前におかれている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字架を忍び、神の御座の右に座する

に至ったのである。」（ヘブル１２：２） 
 

 

 



イエスは、私たちの人生の物語りの作者です。彼は、生まれてから死ぬまでの、全ての冒険や苦難の複

雑な構想を持っておられます。 私たちは「完璧」な人生を生きることを夢見ますが、それは何て退屈な

物語りになってしまうことでしょう！むしろ人生は、私たちが望んでいる以上に色々なことが起こるも

のです。私たちは健康を失い、愛する人を失い、お金を失い、時には希望さえも失う時があります。私

たちはたびたび、どうして愛にあふれた神が、このような悲劇が起こることを許されるのだろうと疑問

を持ってしまいます。 
 
きっと、ヨセフもそう思ったに違いありません。けれども、神がヨセフの物語りを書いておられまし

た。私たちは読者として、全てが望ましい方向に進んで行くことを見ることが出来ます。ヨセフは、彼

をパロにつなげる人に出会う場所である獄に行く為に、奴隷として売られ訴えられなければなりません

でした。これらの苦難の時を経験することがなければ、彼は彼の家族を救うことは出来ませんでした。

神は構想を知っておられる作者です。 
 
神は、聖書に登場する女性たちに苦難の時が訪れることを許されました。それによって、彼が最終的に

栄光を受けることが出来るように：  

• イエスが生き返らせることが出来るように、ナインのやもめの息子は死ななければなりませんで

した。 
• 神の奇跡的な備えを経験できるように、やもめの粉はつきそうにならなければなりませんでした

。 
• 最終的にイエスの祖先となるために、飢饉が訪れ、ルツの夫は死ななければなりませんでした。 

 私たちの人生が苦しくなる時、彼の計画を受け入れようではありませんか？私たちの愛にあふれた「導

き手（作者）」であり、私たちの信仰の物語りの「完成者」であられる方を信頼するほうがずっと良い

のではないでしょうか？彼は私たちのすぐ側にいることを知って、嵐の中で平安を祈ろうではありませ

んか？結局のところ、彼も人として彼自身の物語りを生きたのです。そして、彼のこの地上での人生も

挑戦に満ちていました。 
  
「彼は侮られて人に捨てられ、悲しみの人で、病を知っていた。」（イザヤ５３：３） 
 
覚えていて下さい。死がなければよみがえりもないことを。暗闇がなけれは、光の意味がありませ

ん。 対比が祝福を造り出すのです。私たちが作者を信じる時に、私たちの「むかしむかしあるところ

に」から、「その後いつまでも幸せに暮らしましたとさ」の間に、たとえ何が起こったとしても、最終

的に全ての栄光が作者に帰される素晴らしい物語りになることを知ることが出来ます。 
 
注: カレン・ゴードン・ヘメスは、６人の歌うゴードンシスターズの３番目の姉妹であり、７人の孫のおばあちゃん、飽くことを
知らない読者です。彼女は、ロバート L.ミッチェル牧師が牧会する、コロラド州オーロラにあるバーティカル教会に通っていま

す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

   編集長より 



                神は大いなることをなさっています！ 
神は多くの扉を開いて下さり、今ではこのニュースレターは英語、アラビア語、中国語、チェコ語/スロバ

キア語、オランダ語、フランス語、ジョージア語、ドイツ語、ギリシャ語、ハンガリー語、イタリア語、日

本語、韓国語、ポーランド語、ポルトガル語、ルーマニア語、ロシア語、スペイン語、スワヒリ語、スウェ

ーデン語、タガログ語、タイ語、クリー語、スリランカのシンハラ語で入手できます。 
どうか、もっと翻訳者が与えられるように祈って下さい! 

 
上記の翻訳版の入手をご希望される方は、どうか

LadiesPrayerInternational@aol.com に依頼して下さい。 

                        私たちは喜んであなたを郵送先名簿に登録致します！  
 
      女性の祈りインターナショナルのフェイスブックを訪問し「いいね」ボタンを押して下さい! 
  

 

 

  

 
 
Dear Prayer Team Leader,  Please visit Ladies Prayer International on Facebook and 
"Like" our page!!    
 
Also, please invite your group to subscribe to this FREE newsletter 

at:  http://www.ladiesministries.com/programs/ladies-prayer-intl  
or email request to:  LadiesPrayerInternational@aol.com  
 
Please share this information with your church, friends and family. Thank you for being a part of this thriving 
prayer ministry and for helping us spread the word about the FREE newsletter and Facebook page! 

 

 

 

 


